





















ヨウ素の定量には放射化分析を用いた．すなわちサン 土壌 根 茎　　　葉












～30分冷却し・Ge（Li）半導体検出器一4，000ch波高分 十 51 380 一 1007800　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ﾍ器で1281（T1／2＝25分）の441　keVのγ線を非破壊（＋） （72） （410）（1800） （63） （6500）
柵 24010002400110 75003 （柵） （250） （980）（1100） （58） （4600）
什 93 5302000 77 75004 （十十） （110） （560）（1200） （72） （4900）
十 26 4401200 96 5400C　　8　　　A　畑　　　　　　　　　5（廿） （71） （400） （910） （49） （4700）
十 69 2401000 35 68007　　　　、隙　　　　　　　　　　　　　　　　6
D　　縢馨鯉 （柵） （89） （280） （880） （37） （5800）
←大野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→内野　　　　　7 士 54 230 1600 26 4400（什） （67） （390）（1800） （38） （4600）
o　　　　ヨウ素工場 23 120 2700 33 83008 一 （26） （一） （一） （一） （一）
○給永タンク
淋路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9 士 21 2602500 58 8100
“鞭’ X （±） （21） （110）（2300） （38） （6800）
翻赤櫛地点　　　　　　　　　　　　　　　10 十 25i一） 380i一） 9900i一） 120i一） 17000@（一）
図一1土壌，水稲サンプリング地点と
赤枯れ発生地点略図 注：単位ppm，（）内は昨年度のデータ
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出されなかった．昨年度のデータを（）内に示したが，　　かった・
これと比較すると本年度の土壌中ヨウ素濃度はおおむね　　　最後に・ヨウ素による水稲の赤枯れ発現限界値の推定
減少していると見ることができ，これは被害範囲の縮小　　では，今年度は試料数が少なくほっきりどしだことはい
現象と一一致した．しかしながらA水田水口付近とB水　　えないが，表一1からわかる様に土壌中おおむね60ppm
田水口付近では，それぞれ珈PP鵡勉46加hτ遷高濃度・．似下であれば赤枯れは肇現しないか発現しでも軽微であ
にヨウ素が検出されており，前年のデータと同程度の値　　るという昨年度の結果を支持するデータであると考えら
であることから浄化はそれほど進んでいない様に考えら　　れた・
れる・同様なことは根中ヨウ素についても言うことがで
き，全般に根中ヨウ素濃度は低下しているようである　　　　　　　　　4・ま　　と　　め
が，土壌での数値の低下とパラレルではない．B水田水　．　以上のことから土壌汚染の著しいB水田水口付近で
口（No．3）地点では昨年と同程度の1，000ppmとい　　は前年と同様・土壌中ヨウ素濃度は高値を示し・対策の
う値が得られた．茎葉中ヨウ素では，土壌ヨウ素の濃度　　とられない限り明年度も赤枯れの発生が予想されるが・
減少は反映されず・かえ・って増加した地点が多かった・　　全般的には水稲の赤枯れは縮小し・‡壌中ヨウ素濃度は
土壌・根・茎葉中ヨウ素濃度の相関性では土壌一根　　低下した・ただ・工場の裏でわずかながら新たな赤枯れ
（相関係数γ＝0．85），根一茎葉（γ＝0．58），土壌一茎葉　　の発現が見られ，明年度以降の調査がなお必要と思われ
（γ＝O」36）と土壌一根の相関性が高く，土壌中ヨウ素は　　る．
　　　　　　　　唄ｪに強く反映されることがわかる。これは昨年度の知見
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